
◆2013～2017年度に入会した会員の場合
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数
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条件１
必要コマの履修
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条件２
実地経験

条件１
必要コマの履修

48 ー 6 10 32 51 4 4 19 5 6 5 8

条件２
実地経験

条件１
必要コマの履修

42 ー ー 10 32 51 4 4 19 5 6 5 8

条件２
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新人教育プ
ログラム履
修状況

認定・専門
理学療法士
取得状況

生涯学習ポイント数 移行時ステータス
新制度開始時に受講

できる研修
修了条件 必要コマ

数

前期 A B C D

32 ー ー ー 32

後期 A B C D
E

（事例）
E

（育成）
F

47 ー 4 19 5 6 5 8

条件２
実地経験

前期 A B C D

32 ー ー ー 32

後期 A B C D
E

（事例）
E

（育成）
F

43 ー ー 19 5 6 5 8

条件２
実地経験

前期 A B C D

32 ー ー ー 32

後期 A B C D
E

（事例）
E

（育成）
F

37 ー ー 19 5 ー 5 8

条件２
実地経験

前期 A B C D

32 ー ー ー 32

後期 A B C D
E

（事例）
E

（育成）
F

18 ー ー ー 5 ー 5 8

条件２
実地経験

後期）講義テーマ別内訳

新制度開始時点で在会5年目以上のため条件達成済

前期修了後３年在会することؙ※マイページ上での勤務先登録が必要

前期修了後３年在会することؙ※マイページ上での勤務先登録が必要

前期修了後３年在会することؙ※マイページ上での勤務先登録が必要

前期）講義テーマ別内訳

講義テーマ別内訳

登録理学
療法士5
年ごと更

新

登録理学
療法士
最短
2022年
度中
取得

移行時ステータス
新制度開始時に受講

できる研修
修了条件

220ポイント以上の取得 登録理学療法士取得済

前期

前期

前期

前期履修中 / 後期履修中

前期履修中 / 後期履修中

前期履修中 / 後期履修中

前期履修中 / 後期履修中

条件１
必要コマの履修

前期・後期
並行して受講可

移行前履修済
新プロ単位数

0単位

認定・専門
理学療法士
取得状況

新人教育プ
ログラム履
修状況

取得なし

新プロ未修了

認定理学療法
士もしくは専
門理学療法士

取得済

新プロ修了

ー
登録理学療法士取得済かつ
認定理学療法士・専門理学
療法士取得済

新制度開始時点で在会5年目以上のため条件達成済

新制度開始時点で在会5年目以上のため条件達成済

登録／認定・専門そ
れぞれ5年ごと更新

登録理学療法士5年
ごと更新

新制度開始時点で在会5年目以上のため条件達成済

50ポイント未満

50ポイント以上
80ポイント未満の取得

80ポイント以上
110ポイント未満の取得

110ポイント以上
220ポイント未満の取得

1～10単位

11単位以上

※移行時の基準となるポイント数について、

本資料では新人教育プログラムの修了で取得できる20
ポイントを含んだ表示としています。
以前の資料（JPTA NEWS vol.321（2019年10月）等)では上記
の20ポイントの扱いが検討中であったため、必要ポイント数に含
めていませんでした。
検討の結果、マイページのポイント表示と合わせた表記方法へ変
更しています。
実際の条件に変更はありませんので、今一度ご自身の履修状況を
ご確認ください。
※ポイント確認方法:マイページ＞生涯学習管理＞生涯
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前期履修中

前期履修中
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並行して受講可


